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２２期 主題：私たちはぶどうの枝 

～～まことのぶどうの木につながって～～ 

私たちはぶどうの木、あなた方はその枝である 

人が私につながっており、私もその人につながっていれば 

その人は豊かに実を結ぶ [ヨハネによる福音書１５章５節] 

 

＜巻頭言＞「実を結ぶために」 

東海教区長 岐阜教会牧師  齋藤幸二 

  

イエス様のこの言葉は、私たちが神様から何を求められ、期待されて

いるのかを教えています。それは善い実、とりわけ愛という実を結ぶ

ということです。分けへだてのない愛を持つ神様は、ご自分の子ども

たちにも同じ愛を持つこと、それによってご自分の栄光をあらわすこ

とを求めておられるのです。しかし生まれつきの私たちは自分の家族や親しい人は大切にできて

も、それを越えて、私たちの助けを必要としている人々のために、報いや賞賛を求めないで、喜

んで奉仕することはできません。 

そのために神様はイエス・キリストを与えてくださいました。私たちが信仰によってキリストに

結ばれ、御言葉を通してキリストの愛を憶え、その愛に留まるとき、ぶどうの木から枝に養分が

流れるようにキリストの命が私たちの内に注がれ、神が喜んでくださるように生きたいという願

いが心に湧き起こるのです。 

私は東海教区の女性会が、これまでこのイエス様への信仰から生まれる愛の奉仕や捧げものを大

切にし、それを実行してこられたことを見てきました。その一つが女性会の祈りによって実現し

た｢福祉村｣です。また神の家族である教会の兄弟姉妹のためにも奉仕を続けてこられました。こ

れからも共にイエス様というぶどうの木につながり、御言葉によってキリストの恵みを受け取り、

キリストの命に生かされてゆきたいと思います。たとえ私たちがキリストにつながる力、信仰が

小さくても大丈夫です。「わたしにつながっていなさい。わたしもあなたがたにつながっている。」

（４節）と言われたイエス様が、もっと強い力で私につながっていてくださるからです。 

２０１８年６月３０日 

 

 
２２期東海教区女性会 
発行責任者＊坂井茂子 
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２２期教区女性会会長という大役を任命さ

れ、この小さな胸は心臓に癌が出来た（聞いた

ことがない）と宣告され奈落の底へ落ち込んだ

ような気分でした。皆様に心臓を開いてお見せ

できないのが残念！！ 
神様までを疑いました。こんな小さな石ころが

どうして、それも会長ですって？ 
しかし、私を勇気づけ、助けると後押ししてく

れたのは、なごや希望教会の兄弟姉妹達、末竹

先生も支えてくださるとお約束下さいました。

神様はすごいですね！ 
今期の主題聖句“私たちはぶどうの枝”主につ

ながっていれば実を結ぶことを信じています。

微力な新役員４人は、祈りながら神様の恵みの

中で助け合い支えあい、感謝をもって進みたい

と思います。坂井茂子（なごや希望教会） 

四人の子育てをする中で体を壊し、体調

が戻りきらないうちに地域の役員になり、

礼拝に、ほとんど行けない時期が数年続き

ました。その間もどんなに神様が整え助け

てくださっていたかを知っていましたが、

地域役員を終えた後も自分に甘い私は、月

１回の礼拝出席程度。たまりかねた神様は、

私に役員の話を。信仰の友、先輩に背中を

押され、他に断る理由も見つけられず、今

がその時なのかと。最後まで務めを果たす

ことができますように。澤田小枝子（拳母） 

迷う私に優しく背中を押してくださったのは、

神様でした。ドーンと力強く押したのは、娘で

した。娘曰く「お母さん！やるなら今でしょ!!

次はないよ」この一言でした。 

主に支えていただき、家族の叱咤激励を受け、 

3 年間を務めたいと思います。 

私の好きな聖句。「青春の日々にこそ、お前の

創造主に心を留めよ。苦しみの日々が来ないう

ちに。“年を重ねることに喜びはない”と言う

年齢にならないうちに。（コレヘトの言葉１２ 

章１節） 片川三枝子（栄光 島田礼拝堂） 

 私は昭和２８年６月３日生まれのふたご座、AB 型。何か二重人格っぽいイメージですが、い

たって普通の性格でございます。役員を引き受けた理由はもうすぐ前期高齢者の仲間入りを控

え、頭も身体も今だったら何とかなるだろうと思ったからです。 
パソコンが苦手、人前で話すのも不得手な私ですが・・・神さまにすべてお任せ、丸投げいたし

ます。好きな聖書箇所は「わたしの時はあなたのみ手にあります」（詩篇 31,15）好きな讃美歌は

「いま歩くこの道に」というアイルランドの祝福の歌です。岡田敦子（大垣教会） 

会長 坂井茂子 連盟 澤田小枝子 
会計 片川三枝子 書記 岡田敦子 

２２期役員です よろしくお願いいたします 
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末竹十大（なごや希望教会牧師） 

イエス・キリストの系図には、娼婦のように考えられ、忌むべき存在とされ

た女性たちが記されている。それは、男性の思いによって、歴史から消し去

られそうになった女性たちである。しかし、彼女たちは神によってその系図の中に位置づけられて

いる。彼女たちを切り捨てる男性社会に対して、神がいのちをつないでいったのがイエス・キリス

トの系図なのである。マリアも同じように、娼婦のように切り捨てられそうになった女性である。

その最初の女性がタマルである。創世記 38 章のタマルの物語の中で、ユダは、タマルが不貞によ

って身籠もったと思っていた子種が自分のものであることを認識し、言う。「彼女は義である、わ

たしよりも」と。その意味は、タマルを騙して、遠ざけた自分よりも、神の定めとされたレビラト

婚によって、長男エルのために子をもうけようとしたタマルは、義であるということである。ユダ

は、最後の息子シェラを失いたくないと思い、タマルを遠ざけた。ところがタマルは、自分のため

よりも、神の戒めを守ろうとして、それを許さない義理の父の子種をもらう計画を立てたのである。

タマルは義を守ろうとした。ユダは義を守るよりも、自分の息子を守ろうとした。タマルの方が義

であることは確かである。タマルが産んだペレツからダビデへと系図はつながれていった。 

男の罪深い思いに消されそうになったタマルの悲しみが起こした出来事が、神の計画に用いられ

ていく。神は人の悲しみを顧み、寄り添い、守ってくださるお方である。その憐れみの結果生まれ

たイエス・キリストこそ、神の憐れみをもって共にいてくださる神である。 
 

                 
                 

 
袋井市のデンマーク牧場 ２２期教区女性会、初イベント 

『グリーンズ・フェア』にお店を出しました。 
各教会の皆様が心を込めて作って下さったクッキーやケーキ、 
手芸品、又雑貨などもありテーブルの上は商品であふれるほど、 
前日からの雨が少し残る中でのスタートでしたが、まもなく 
お天気は五月晴れに牧場全体、爽やかな風とステージから聞こ

えてくる美しい歌声に身も心も癒されました。 
皆さまご奉仕、献品、献金ありがとうございました。 
初参加の私たちが役員初の共同作業として取り組むことで得たものは大きかったです。 
 

売上は、23,800 円 福祉村へ献金いたしました。２０１８年５月３日 役員一同 

神の憐れみの系図 
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総・大会を終えて   小鹿教会 芳賀美江 

名古屋での久しぶりの総・大会に東海教区からたくさん参

加してくださり現地実行委員の準備も含めて多くの方の協

力があってできたことと感謝している。 

なごや希望教会のハンドベルの演奏により始まった開会礼

拝、厳粛な中で共に配餐に預かり思いを一つにすることが

できた。片岡輝美さんの講演では７年経っても終わらない

原発核事故の現状を知りそれぞれができることを考えさせられた。分科会では連盟のこれからのあ

り方について経験豊かな方から初めて参加した方まで真剣に話し合った。 

愛餐会ではおいしい料理を味わいながら旧交を温めた。総会では議案のいくつかは否決されたが次

期の役員が検討してくれることを期待している。 

 

 

エルピスハンドベルクワイア      なごや希望教会 浅野洋子 

2016 年に転会して女性会の総会にはじめてでまし

た。ル－テルというのは横につながった組織だと

おもいました。たくさんの式服の牧師先生たち 

シャンデリアの輝く中 ハンドベルの音も練習の

時より、遥かにひびきわたり 素晴らしい礼拝がも

てました。練習を通して教会の姉妹達と交わる良

い機会となりました。 

緊張のあまり楽譜のどこを演奏しているのか分か

らないほどでしたが会場の皆様聴いて下さり感謝

いたします。 

 

前奏曲 JUPITER 

後奏曲 THIS IS MY FATHERS WORLD   

２０１８年６月７日～８日 
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        女性会連盟総・大会に参加して  大垣教会  秋田明子 

三年ぶりに東海教区名古屋の地で女性会連盟総・大会が開催さ

れ全国各地からたくさんの方の参加を得たことは嬉しい気持

ちでいっぱいになりました。役員の方、現地実行委員の方、そ

の他準備に関わって下さったすべての方に感謝します。 

1 日目の講演は「主に喜ばれることを吟味する」・・福島原発核

事故 7 年目のメッセージ・・と題して片岡輝美さんからお話を

伺いました。7 年が経って変わった事、7 年が経っても変らな

い事があり、今も不安を持ちながら生活をしている方々がいる

現状がある事を映像と共に知る機会となりました。自分も何か

出来る事を考え行動に移したいと強く思いました。 

2 日目の総会は幾つか審議がなされましたが、北海道の女性達の思いをもう少ししっかりと話し合

い、受け止められたら良かったと心残りです。 

是非これからも良い交わりが出来ますように祈ります。神様の導きにより連盟の働き、教区の働き、

各教会の女性会の働きが祝福されますように。 

 
 

 

 
 
 

美味しいデイナーと懐かしい友との語らい 
豊かなひと時でした。 
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【第二日目：総会の感想】           栄光教会島田礼拝堂 竹内雅子 

 

・9時から 15 時 30 分の閉会まで、12 号の議案が熱心に報告審議されました。思い切

って私見を言わせて頂くなら、総会での報告、審議は簡略化。決議は前もって各教区

で審議し、結論を出しておく。（役員選挙も含めて）総会ではその結果報告。終了後

の派遣礼拝、新役員就任式、前役員退任式だけでも良いのではと思いました。 

・いつも参加して思うことですが、自分達の教会が直面している問題や連盟への思い

を率直に話し合う場がもっと欲しいと思いました。一日目の分科会で「今後の連盟の

あり方」を話し合う時間がありましたが 1時間では、突っ込んだ話し合いはできませ

んでした。 

・ 北海道特別教区女性会の解散決議は胸が痛みました。以前、北海道に住んでいた 

私としては皆様の苦渋の決断を尊く思います。と同時に、あの大雪の中で頑張ってい

る教会を想うと連盟として何か応援できないでしょうか。 

連盟の新役員の方々、各教区の役員の方々、勇気と知恵を持ち、主に守られ乍ら思い

切った改革、前進される様 切に願います。 

第 24 回女性会連盟総大会に参加して 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
【第一日目：大会の感想】           栄光教会島田礼拝堂 高杉勝美 

 

72 歳で女性会に入会し、初めて総大会に出席しました。 

北は北海道から南は九州までの大会。まず大勢の参加に驚き、女性のパワーに圧倒さ

れました。開会礼拝も厳かな中に、小勝奈保子牧師の透きとおる声に全員が心をひと

つにして聴き入りイエス様の説教を聴きました。 

そして、片岡輝美氏のお話。福島の現状について熱く語られ 3年前の焼津礼拝堂の時

に続いて福島の現状をより正確に知ることができました。「主に喜ばれることを、吟

味する」（エフェソ手紙 5：10）片岡氏は「よく考え、選び取ること」と伝える。福

島原発核事故をよく考える。では私達は何を行うのか？と問われている気がしまし

た。今、私にできることは？まず、政治に目を向け、政治を見抜く力をつけて行きた

いと思いました。 

連盟総大会、名古屋メルパルクで盛況のうちに幕をとじま 
した。今後、連盟が益々発展されますようお祈りします。 

この度女性会だよりの記事として大会の感想文を、快く書

いて下さり有難うございました。アガパンサス発行１号、

試行錯誤の連続でしたが皆様どうでしょうか。 
役員一同ご協力に感謝申し上げます。S・S 
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「イエスの母マリア」 
刈谷・岡崎教会牧師 宮澤真理子 

 
 ドイツ研修旅行で私が写したピエタの写真は、焦点が合ってい

ませんでした。それを見た私の母は「悲しい写真だねえ」と言い

ました。ピエタは十字架から降ろされたイエスさまを抱く母マリ

アの彫刻、あるいは絵です。神さまの子とはいえ、自分のおなか

を痛めて生んだわが子のなきがらを抱いて、マリアはむせび泣い

ています。ぼやけた写真でも大事なことを伝えています。 
 イエスさまが復活されたのち、母マリアはどうしていたでしょ

うか。使徒言行録 1 章 14 節を見ますと、なんと母マリアは一つ屋根の下で、弟子たちと一緒にい

たことを記します。弟子たちがイエスさまを見捨てて逃げて間もない時です。母マリアは、わが子

を裏切った弟子たちを突き放しても批判されないでしょう。けれども母マリアは弟子たちを迎え入

れ、イエスさまが約束された聖霊におおわれるのを祈って待っていました。 
 迎え入れること、赦すことはイエスさまの深い憐みから来ます。イエスさまは互いに愛し合うこ

とを「掟」として教えてくださいました。 
 教会で私たちは心を合わせて祈ります。私たちも赦し、赦されることを経験します。イエスさま

は母マリアと、そして私たちとつながっておられます。 

 
 
 
 
岡崎教会にて洗礼を受ける。保育、キリスト教教育専

攻。保育実習を箱舟保育園で、聖書科教育実習を九州

女学院にて行う。梅ヶ島青年キャンプ常連出席のひと

り。神戸東教会より神学校へ。札幌北教会、ルーテル

学院大学・神学校、日田教会、甘木教会に赴任。現在

岡崎教会、刈谷教会牧師。趣味はオルガン練習と母校同

窓会バザーのための手芸品作り。 
 
 
宮澤先生は両教会でご奉仕に力を注いでおられます。 
お忙しい中、原稿を書いてくださり感謝します。 
今後のご奉仕の上に神さまからの大いなる祝福が 
ありますように。          （坂井） 

宮澤真理子牧師のプロフィール 
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いやし、いやされ 

 

 
 
 

場所：栄光教会島田礼拝堂 

 

日時：２０１８年１０月２０日（土曜日）１０：３０～１５：００ 

集いのテーマ：  

 

※「講演」竹内 俊明医師  

島田礼拝堂会員 心療内科・精神科医師 

おはなし『よりそい、いやし、いのち』 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
 

♬ 素晴らしい歌声を皆様と共に聴き、共に賛美しましょう。 

  聴いてくださる方に感謝を込めて歌って下さるそうです。 

                テノール 歌手：鈴木
すずき

 雅人
まさと

氏 

お知らせ・クリスマスカード 
今年も、子どもの家、まきばの家の子どもたちにカードをプレゼントの予定しています。 
ご協力下さい。（集いの時お渡しします）・デイアコニアへのクリスマスカードも準備しています。 

       

 テノールコンサート 


